
海外試験事例紹介

食用ぶどう（2022年、ヨーロッパ）
試験概要：
• ユートリシャNを開花前のBBCH(生育指数）51~55に施用することにより、
糖度、房重、果粒径が良くなった。

試験結果③ 果実の色
慣行区(散布40日後）

ユートリシャN区(散布40日後)

試験結果① クロロフィル含量の比較
(ヨーロッパでの複数試験の平均）

試験結果② 収量比較（イタリア、2022）
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試験結果④ 草勢
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